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復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
、
６

月
17
日
、
市
議
会
委
員
会
室
で
、

「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
浸
水
想
定
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。
先
ご
ろ
、
県
が
新
た

に
公
表
し
た
浸
水
想
定
に
つ
い

て
、
本
市
の
中
村
吉
雄
防
災
課
長

か
ら
公
表
資
料
に
基
づ
い
た
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
法
律
は
「
な
ん
と
し
て
も
人
命

を
守
る
」
を
基
本
理
念
に
平
成
23

年
12
月
14
日
に
交
付
、
平
成
24
年

６
月
12
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定
し
、

悪
条
件
下
で
の
浸
水
区
域
や
水
深

を
設
定
し
、
防
潮
堤
を
越
え
た
場

合
は
防
潮
堤
が
機
能
し
な
い
と
い

う
前
提
条
件
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

県
は
、
自
然
状
況
や
土
地
利
用

状
況
な
ど
を
基
礎
調
査
し
、
Ｌ
２

津
波
（
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
）
に

対
し
て
「
地
震
に
よ
る
構
造
物
の

沈
下
・
破
壊
の
有
無
」「
津
波
越

流
時
に
お
け
る
構
造
物
破
壊
の
有

無
」
の
二
つ
の
条
件
下
で
浸
水
域

と
浸
水
深
を
設
定
し
、
津
波
浸
水

想
定
図
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
浸
水
想
定
に
つ
い

て
は
、
国
（
内
閣
府
）
と
の
想
定

に
違
い
が
あ
り
、
国
の
浸
水
想
定

は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
モ
デ

ル
の
浸
水
域
分
布
の
公
表
で
し

た
。
県
は
そ
れ
に
加
え
、
過
去
に

県
内
で
発
生
し
た
「
明
治
三
陸
」

「
昭
和
三
陸
」「
東
日
本
大
震
災
」

の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
も
検
討
対

象
に
追
加
し
、
包
括
し
た
津
波

浸
水
想
定
と
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
る

住
民
説
明
会
後
、
本
年
８
月
公
表

予
定
の
被
害
想
定
に
基
づ
い
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
避
難

対
策
な
ど
を
再
検
討
し
、
地
域
防

災
計
画
を
見
直
す
予
定
に
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

公
表
さ
れ
た
県
の
浸
水
想
定
に

中
村
防
災
課
長
が
説
明

中
村
防
災
課
長
が
説
明

よ
る
と
、
新
し
い
市
役
所
の
敷
地

の
一
部
で
す
が
、
最
大
24
㎝
の
浸

水
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
改

め
て
防
災
減
災
の
意
識
を
高
く

県の津波浸水新想定を調査県の津波浸水新想定を調査
復興対策特別委員会復興対策特別委員会

し
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
調
査
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
大
坂
俊
委
員
長
）

　悪
条
件
下
で
防
潮
堤

　の
越
水
が
前
提

県公表の津波浸水想定について調査した復興特

国
と
県
の
浸
水
想
定
の
違
い
を
示
す
資
料

県
の
津
波
浸
水
想
定
図


